
石坂泰三会長（中央）を団長に第

１次トップマネジメント視察団

が渡米した（１９５５年９月６日）。

■

「

重

任

」

と

「

念

願

」

　

海

外

視

察

団

第

４

陣

と

し

て

第

１

次

ト

ッ

プ

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

視

察

団

が

１

９

５

５

年

９

月

６

日

、

渡

米

し

た

。

団

長

は

日

本

生

産

性

本

部

会

長

の

石

坂

泰

三

（

東

京

芝

浦

電

気

社

長

）

。

団

員

（

�

人

）

は

、

当

時

の

わ

が

国

経

済

界

を

代

表

す

る

と

言

わ

れ

る

メ

ン

バ

ー

で

構

成

さ

れ

た

。

　

一

行

は

ア

メ

リ

カ

で

石

油

会

社

や

鉄

鋼

会

社

、

投

資

会

社

な

ど

を

視

察

、

ハ

ー

バ

ー

ド

大

学

で

講

義

の

聴

講

と

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

、

ワ

シ

ン

ト

ン

で

各

政

府

機

関

の

訪

問

な

ど

�

日

間

に

わ

た

る

日

程

を

精

力

的

に

こ

な

し

た

。

　

石

坂

は

帰

国

後

の

報

告

会

で

、

出

発

に

当

た

っ

て

の

心

構

え

、

団

長

と

し

て

の

責

任

を

次

の

よ

う

に

表

現

し

て

い

る

。

「

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

各

国

は

、

こ

の

視

察

団

の

派

遣

に

よ

っ

て

非

常

な

成

功

を

収

め

て

い

る

。

わ

れ

わ

れ

の

場

合

、

た

い

し

て

効

果

が

な

い

と

い

う

こ

と

で

は

ま

こ

と

に

申

し

わ

け

の

な

い

次

第

で

、

な

ん

と

か

重

任

を

う

ま

く

果

た

し

う

る

よ

う

に

と

い

う

熱

心

な

念

願

を

も

っ

て

五

週

間

に

わ

た

る

視

察

旅

行

を

し

て

き

た

わ

け

で

あ

る

。

」

（

『

生

産

性

運

動

�

年

の

歩

み

』

）

■

１

７

０

冊

の

報

告

書

と

関

連

団

体

設

立

　

各

チ

ー

ム

は

帰

国

後

、

東

京

を

は

じ

め

大

阪

や

名

古

屋

、

福

岡

な

ど

各

都

市

で

視

察

報

告

会

を

開

催

し

た

。

最

初

の

３

年

間

の

参

加

者

数

は

計

５

万

人

。

生

産

性

向

上

に

対

す

る

渇

望

と

も

い

え

る

数

字

だ

。

　

海

外

視

察

団

は

報

告

書

の

作

成

が

義

務

付

け

ら

れ

て

い

た

。

各

視

察

団

は

帰

国

後

、

１

年

ほ

ど

か

け

て

視

察

内

容

を

じ

っ

く

り

分

析

・

検

討

し

報

告

書

を

ま

と

め

た

。

�

年

か

ら

�

年

ま

で

の

�

年

間

で

計

１

７

０

冊

。

そ

れ

ぞ

れ

Ｂ

５

判

、

平

均

２

４

０

ペ

ー

ジ

、

延

べ

４

万

１

０

０

０

ペ

ー

ジ

に

達

す

る

。

　

そ

の

成

果

は

大

き

く

二

つ

の

面

が

あ

っ

た

。

一

つ

は

「

物

の

見

方

、

考

え

方

」

と

い

っ

た

「

精

神

的

側

面

」

。

も

う

一

つ

は

、

経

営

組

織

や

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

、

Ｉ

Ｅ

（

イ

ン

ダ

ス

ト

リ

ア

ル

・

エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

）

と

い

っ

た

「

技

術

的

側

面

」

だ

。

　

さ

ら

に

視

察

団

派

遣

が

契

機

と

な

っ

て

、

「

日

本

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

協

会

」

（

設

立

１

９

５

７

年

）

、

「

日

本

イ

ン

ダ

ス

ト

リ

ア

ル

・

エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

（

Ｉ

Ｅ

）

協

会

」

（

同

１

９

５

９

年

）

、

「

日

本

消

費

者

協

会

」

（

同

１

９

６

１

年

）

、

「

日

本

包

装

技

術

協

会

」

（

同

１

９

６

３

年

）

と

い

う

関

連

団

体

が

次

々

に

設

立

さ

れ

た

。

（

文

中

・

敬

称

略

）

【

参

考

文

献

】

『

生

産

性

運

動

�

年

の

歩

み

』

（

日

本

生

産

性

本

部

、

１

９

６

５

年

）

、

『

生

産

性

運

動

�

年

史

』

（

社

会

経

済

生

産

性

本

部

、

２

０

０

５

年

）


